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とした。組織型の内訳は通常型乳頭癌 19症例,濾胞型乳頭癌 13症例,濾胞腺腫 7症例 ,










(89%),濾胞型乳頭癌 12/13例(920/0),濾胞腺腫 2/7例(29%)が陽性を示 し,腺腫様甲状腺
腫 11例はすべて陰性であった。感度は通常型乳頭癌に対して 890/0,濾胞型乳頭癌に対
して 920/0であり,特異度は89%であつた。組織診標本におけるHBME‐1の免疫組織化






(100%),濾胞型乳頭癌 3/13例(230/0)が陽性を示 し,濾胞腺腫 7例および腺腫様甲状腺腫
11例はすべて陰性であつた。感度は通常型乳頭癌に対して 1000/。,濾胞型乳頭癌に対し
て23%であり,特異度は 100%であった。組織診標本におけるCD15の免疫組織化学染
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